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(57)【要約】
【課題】膜材を建物の躯体側に容易に支持させることが 
できる膜材支持構造を提供する。
【解決手段】互いに離間しそれぞれ建物の躯体２側に支 
持される２つの保持部材５と、２つの保持部材５間に張 
り渡される膜材３と、を有し、膜材３が、一方の保持部 
材５に保持される一端縁部３ａと１つ以上のボルト６を 
有する他端縁部３ｂとを有し、ボルト６が、膜材３が張 
り渡される方向に延び、１つ以上のナット７との係合に 
よって他方の保持部材５に取り付けられ、膜材３の一端 
縁部３ａが棒状をなし、一方の保持部材５が、膜材３の 
一端縁部３ａを収容し係止する溝１３を有する膜材支持 
構造１。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　3　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ 建 物 の 躯 体 側 に 支 持 さ れ る ２ つ の 保 持 部 材 と 、 前 記 ２ つ の 保 持 部  
材 間 に 張 り 渡 さ れ る 膜 材 と 、 を 有 し 、
　 前 記 膜 材 が 、 一 方 の 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 一 端 縁 部 と １ つ 以 上 の ボ ル ト を 有 す る 他  
端 縁 部 と を 有 し 、
　 前 記 ボ ル ト が 、 前 記 膜 材 が 張 り 渡 さ れ る 方 向 に 延 び 、 １ つ 以 上 の ナ ッ ト と の 係 合 に よ っ  
て 他 方 の 前 記 保 持 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 棒 状 を な し 、
　 前 記 一 方 の 保 持 部 材 が 、 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 を 収 容 し 係 止 す る 溝 を 有 す る 、 膜 材 支  
持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 、 先 端 に 向 け て 前 記 膜 材 の 外 面 側 に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を  
有 す る 被 係 止 凸 部 を 有 し 、
　 前 記 溝 の 躯 体 側 の 側 面 が 、 前 記 被 係 止 凸 部 を 係 止 す る 係 止 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 係 止 凹 部 が 、 前 記 被 係 止 凸 部 の 先 端 部 を 保 持 可 能 な 奥 部 に 向 け て 前 記 被 係 止 凸 部 の  
前 記 先 端 部 を 摺 動 さ せ る こ と が で き る 摺 動 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 方 の 保 持 部 材 が 前 記 他 方 の 保 持 部 材 よ り も 上 方 に 設 け ら れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に  
記 載 の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ の バ ル コ ニ ー に 支 持 さ れ て 前 記 ２ つ の 保 持 部 材 を 支 持 す る ２  
つ の 支 持 部 材 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 膜 材 支 持 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 物 の 内 外 装 用 の 膜 材 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ３ ６ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 膜 材 を 建 物 の 躯 体 側 に 容 易 に 支 持 さ せ る こ と が で き れ ば 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 膜 材 を 建 物 の 躯 体 側 に 容 易 に 支 持 さ せ る こ と が で き る 膜 材 支 持  
構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 膜 材 支 持 構 造 は 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ 建 物 の 躯 体 側 に 支 持 さ れ る ２ つ の 保 持  
部 材 と 、 前 記 ２ つ の 保 持 部 材 間 に 張 り 渡 さ れ る 膜 材 と 、 を 有 し 、 前 記 膜 材 が 、 一 方 の 前 記  
保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 一 端 縁 部 と １ つ 以 上 の ボ ル ト を 有 す る 他 端 縁 部 と を 有 し 、 前 記 ボ ル  
ト が 、 前 記 膜 材 が 張 り 渡 さ れ る 方 向 に 延 び 、 １ つ 以 上 の ナ ッ ト と の 係 合 に よ っ て 他 方 の 前  
記 保 持 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 棒 状 を な し 、 前 記 一 方 の 保 持 部 材  
が 、 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 を 収 容 し 係 止 す る 溝 を 有 す る 膜 材 支 持 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 の 膜 材 支 持 構 造 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 、 先 端 に 向 け  
て 前 記 膜 材 の 外 面 側 に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を 有 す る 被 係 止 凸 部 を 有 し 、 前 記 溝 の 躯 体 側  
の 側 面 が 、 前 記 被 係 止 凸 部 を 係 止 す る 係 止 凹 部 を 有 し 、 前 記 係 止 凹 部 が 、 前 記 被 係 止 凸 部  
の 先 端 部 を 保 持 可 能 な 奥 部 に 向 け て 前 記 被 係 止 凸 部 の 前 記 先 端 部 を 摺 動 さ せ る こ と が で き  
る 摺 動 面 を 有 す る 膜 材 支 持 構 造 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 膜 材 支 持 構 造 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 一 方 の 保 持 部 材 が 前 記 他 方 の 保 持 部  
材 よ り も 上 方 に 設 け ら れ る 膜 材 支 持 構 造 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 膜 材 支 持 構 造 は 、 上 記 構 成 に お い て 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ の バ ル コ ニ ー  
に 支 持 さ れ て 前 記 ２ つ の 保 持 部 材 を 支 持 す る ２ つ の 支 持 部 材 を 有 す る 膜 材 支 持 構 造 で あ る  
の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 膜 材 を 建 物 の 躯 体 側 に 容 易 に 支 持 さ せ る こ と が で き る 膜 材 支 持 構 造 を  
提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 を 有 す る 建 物 の 外 壁 の 一 部 を 示 す 外 観 図 で あ  
る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｃ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｄ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｅ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 示 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 ホ テ ル 、  
オ フ ィ ス ビ ル 、 商 業 施 設 な ど の 建 物 の 外 壁 の 外 面 側 で 膜 材 ３ を 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ せ る た め  
の 構 造 で あ り 、 膜 材 ３ を 用 い る こ と に よ り 、 日 射 や 自 然 換 気 な ど を 容 易 に 好 適 化 で き る 外  
皮 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。 な お 、 膜 材 支 持 構 造 １ は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 建 物 の  
外 壁 の 内 面 側 で 膜 材 ３ を 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ せ る た め の 構 造 と し て も よ い し 、 建 物 の 屋 根 の  
外 面 側 又 は 内 面 側 で 膜 材 ３ を 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ せ る た め の 構 造 と し て も よ い 。 膜 材 支 持 構  
造 １ は 、 膜 材 ３ 、 ２ つ の 支 持 部 材 ４ 及 び ２ つ の 保 持 部 材 ５ を 有 す る 。 な お 、 図 １ は 、 多 数  
の 膜 材 ３ を 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ せ る た め に 複 合 的 に 設 け ら れ る 多 数 の 膜 材 支 持 構 造 １ を 図 示  
し 、 そ の う ち の １ つ の 膜 材 支 持 構 造 １ の み に つ い て 符 号 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 ２ つ の 支 持 部 材 ４ は 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ の バ ル コ ニ  
ー ２ ａ に 支 持 さ れ て ２ つ の 保 持 部 材 ５ を 支 持 す る 。 説 明 の 便 宜 の た め 、 以 下 の 説 明 に お い  
て 、 バ ル コ ニ ー ２ ａ の 奥 行 方 向 （ 図 １ で の 紙 面 に 垂 直 な 方 向 ） を 前 後 方 向 と も い い 、 バ ル  
コ ニ ー ２ ａ の 幅 方 向 を 左 右 方 向 （ 図 １ で の 左 右 方 向 ） と も い う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ２ つ の 支 持 部 材 ４ は 、 互 い に 左 右 方 向 に 離 間 し そ れ ぞ れ 少 な く と も ２ つ の バ ル コ ニ ー ２  
ａ の 外 縁 部 （ 前 後 方 向 に お い て 建 物 の 外 側 に 位 置 す る 縁 部 ） 間 に 長 尺 状 に 架 け 渡 さ れ る 。  
支 持 部 材 ４ を バ ル コ ニ ー ２ ａ の 外 縁 部 に 連 結 す る 構 造 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 図 示 す  
る よ う に １ つ 以 上 の ブ ラ ケ ッ ト と １ つ 以 上 の 締 結 具 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 々 の 支 持 部 材 ４ は 、 前 後 方 向 に 見 て 上 下 方 向 に 延 び る 方 立 か ら な る 。 な お 、 ２ つ の 支  
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持 部 材 ４ の 少 な く と も 一 方 を 、 前 後 方 向 に 見 て 上 下 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て 延 び る 構 成 と し  
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ２ つ の バ ル コ ニ ー ２ ａ は 互 い に 上 下 方 向 に 離 間 す る 。 ま た ２ つ の バ ル コ ニ ー ２ ａ の 間 に  
お い て 躯 体 ２ は 窓 な ど が 配 置 さ れ る 開 口 部 ２ ｂ を 有 す る 。 な お ２ つ の バ ル コ ニ ー ２ ａ の 間  
に 開 口 部 ２ ｂ を 有 さ な い 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ つ の 保 持 部 材 ５ は 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ の 支 持 部 材 ４ を 介 し て 建 物 の 躯 体 ２ 側  
に 支 持 さ れ る 。 ま た 、 ２ つ の 保 持 部 材 ５ は 、 互 い に 上 下 方 向 に 離 間 し そ れ ぞ れ 少 な く と も  
２ つ の 支 持 部 材 ４ の 外 縁 部 （ 前 後 方 向 に お い て 建 物 の 外 側 に 位 置 す る 縁 部 ） 間 に 長 尺 状 に  
架 け 渡 さ れ る 。 保 持 部 材 ５ を 支 持 部 材 ４ の 外 縁 部 に 連 結 す る 構 造 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え  
ば 、 図 示 す る よ う に １ つ 以 上 の ブ ラ ケ ッ ト と １ つ 以 上 の 締 結 具 を 含 む 。 各 々 の 保 持 部 材 ５  
は 、 左 右 方 向 に 延 び る 無 目 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 膜 材 ３ は 、 ２ つ の 保 持 部 材 ５ 間 に 張 り 渡 さ れ る 。 よ り 具 体 的  
に は 、 膜 材 ３ は 、 他 方 の 保 持 部 材 ５ （ 以 下 、 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ と も い う ） よ り も 上 方 に 設  
け ら れ る 一 方 の 保 持 部 材 ５ （ 以 下 、 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ と も い う ） に 保 持 さ れ る 一 端 縁 部 ３  
ａ （ 以 下 、 第 １ 端 縁 部 ３ ａ と も い う ） と 、 複 数 の ボ ル ト ６ を 有 す る 他 端 縁 部 ３ ｂ （ 以 下 、  
第 ２ 端 縁 部 ３ ｂ と も い う ） と 、 を 有 し 、 各 々 の ボ ル ト ６ が 、 膜 材 ３ が 張 り 渡 さ れ る 方 向 に  
延 び 、 ２ つ の ナ ッ ト ７ と の 係 合 に よ っ て 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ に 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 各 々  
の ボ ル ト ６ を 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ に 取 り 付 け る た め の ナ ッ ト ７ の 数 は ２ つ に 限 ら ず 、 １ つ 以  
上 で あ れ ば よ い 。 ま た 、 第 ２ 端 縁 部 ３ ｂ に 設 け る ボ ル ト ６ の 数 は 複 数 に 限 ら ず 、 １ つ で あ  
っ て も よ い 。 な お 、 図 １ は １ つ の ボ ル ト ６ の み に つ い て 符 号 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 膜 材 ３ は 、 膜 材 本 体 ８ 、 第 １ 内 側 棒 体 ９ 、 第 １ 外 側 棒 体 １ ０ 、 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ 、  
第 ２ 外 側 棒 体 １ ２ 及 び 複 数 の ボ ル ト ６ を 有 す る 。 膜 材 本 体 ８ は 、 例 え ば 、 塩 化 ビ ニ ル や フ  
ッ 素 等 の 樹 脂 を コ ー テ ィ ン グ し た ポ リ エ ス テ ル 繊 維 や ガ ラ ス 繊 維 等 か ら な る 布 帛 な ど に よ  
っ て 形 成 さ れ 、 可 撓 性 （ 柔 軟 性 ） を 有 し 、 矩 形 状 を な す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 膜 材 ３ の 第 １ 端 縁 部 ３ ａ は 、 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 第 １ 内 側 棒  
体 ９ と 、 第 １ 内 側 棒 体 ９ に 巻 き 掛 け ら れ て 固 定 さ れ 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 膜 材 本 体 ８  
の 一 端 縁 部 ８ ａ （ 以 下 、 第 １ 端 縁 部 ８ ａ と も い う ） と 、 こ れ ら の 第 １ 内 側 棒 体 ９ と 膜 材 本  
体 ８ の 第 １ 端 縁 部 ８ ａ と を 収 容 し 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 第 １ 外 側 棒 体 １ ０ と 、 を 有 し  
、 左 右 方 向 に 延 び る 棒 状 を な す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 外 側 棒 体 １ ０ は 、 第 １ 内 側 棒 体 ９ と 膜 材 本 体 ８ の 第 １ 端 縁 部 ８ ａ と を 収 容 可 能 な 第  
１ 収 容 空 間 １ ０ ａ と 、 第 １ 収 容 空 間 １ ０ ａ に 連 続 し 膜 材 本 体 ８ を 通 す 第 １ ス リ ッ ト １ ０ ｂ  
と 、 を 有 す る こ と で 左 右 方 向 に 見 て Ｃ 字 形 状 の 断 面 形 状 を な す 第 １ 外 側 棒 体 本 体 １ ０ ｃ を  
有 す る 。 第 １ ス リ ッ ト １ ０ ｂ は 、 膜 材 本 体 ８ を 通 す 一 方 、 第 １ 内 側 棒 体 ９ を 通 さ な い 幅 を  
有 し 、 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 。 第 １ ス リ ッ ト １ ０ ｂ と 第 １ 収 容 空 間 １ ０ ａ は 第 １ 外 側  
棒 体 本 体 １ ０ ｃ の 左 右 方 向 の 少 な く と も 一 端 に お い て 外 部 に 向 け て 開 口 し て お り 、 こ の 開  
口 部 か ら 第 １ 内 側 棒 体 ９ と 膜 材 本 体 ８ を 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 第 １ 外 側 棒 体 １ ０ は 、 第 １ 外 側 棒 体 本 体 １ ０ ｃ か ら 突 出 し 、 左 右 方 向 に 見 て 、 先 端  
に 向 け て 膜 材 ３ の 外 面 側 （ 図 ５ で の 左 側 ） に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を 有 す る 被 係 止 凸 部 １  
０ ｄ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ は 、 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ の 反 対 側 で あ る 上 側 に 、 左 右 方 向 に 延 び る 溝 １  
３ を 有 す る 。 膜 材 ３ の 第 １ 端 縁 部 ３ ａ は 、 溝 １ ３ に 上 方 か ら 挿 入 さ れ 、 溝 １ ３ に 収 容 さ れ  
た 状 態 で 溝 １ ３ に 係 止 さ れ 、 保 持 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 溝 １ ３ の 躯 体 ２ 側 の 側 面 は 、  
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溝 １ ３ の 全 長 に 亘 っ て 左 右 方 向 に 延 び 被 係 止 凸 部 １ ０ ｄ を 係 止 す る 係 止 凹 部 １ ３ ａ を 有 す  
る 。 係 止 凹 部 １ ３ ａ は 、 被 係 止 凸 部 １ ０ ｄ の 先 端 部 を 保 持 可 能 な 奥 部 １ ３ ｂ に 向 け て 被 係  
止 凸 部 １ ０ ｄ の 先 端 部 を 摺 動 さ せ る こ と が で き る 摺 動 面 １ ３ ｃ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 膜 材 ３ の 第 ２ 端 縁 部 ３ ｂ は 、 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 第 ２ 内 側 棒  
体 １ １ と 、 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ に 巻 き 掛 け ら れ て 固 定 さ れ 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 膜 材 本  
体 ８ の 他 端 縁 部 ８ ｂ （ 以 下 、 第 ２ 端 縁 部 ８ ｂ と も い う ） と 、 こ れ ら の 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ と  
膜 材 本 体 ８ の 第 ２ 端 縁 部 ８ ｂ と を 収 容 し 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 第 ２ 外 側 棒 体 １ ２ と 、  
左 右 方 向 に 並 べ て 設 け ら れ る 複 数 の ボ ル ト ６ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ 外 側 棒 体 １ ２ は 、 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ と 膜 材 本 体 ８ の 第 ２ 端 縁 部 ８ ｂ と を 収 容 可 能 な  
第 ２ 収 容 空 間 １ ２ ａ と 、 第 ２ 収 容 空 間 １ ２ ａ に 連 続 し 膜 材 本 体 ８ を 通 す 第 ２ ス リ ッ ト １ ２  
ｂ と 、 を 有 す る こ と で 左 右 方 向 に 見 て Ｃ 字 形 状 の 断 面 形 状 を な す 第 ２ 外 側 棒 体 本 体 １ ２ ｃ  
を 有 す る 。 第 ２ ス リ ッ ト １ ２ ｂ は 、 膜 材 本 体 ８ を 通 す 一 方 、 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ を 通 さ な い  
幅 を 有 し 、 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 。 第 ２ ス リ ッ ト １ ２ ｂ と 第 ２ 収 容 空 間 １ ２ ａ は 第 ２  
外 側 棒 体 本 体 １ ２ ｃ の 左 右 方 向 の 少 な く と も 一 端 に お い て 外 部 に 向 け て 開 口 し て お り 、 こ  
の 開 口 部 か ら 第 ２ 内 側 棒 体 １ １ と 膜 材 本 体 ８ を 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 第 ２ 外 側 棒 体 １ ２ は 、 第 ２ 外 側 棒 体 本 体 １ ２ ｃ に 連 な り 複 数 の ボ ル ト ６ を 保 持 す る  
ボ ル ト 保 持 部 １ ２ ｄ を 有 す る 。 ボ ル ト 保 持 部 １ ２ ｄ は 、 各 々 の ボ ル ト ６ の 頭 部 ６ ａ を 収 容  
可 能 な 頭 部 収 容 空 間 １ ２ ｅ と 、 頭 部 収 容 空 間 １ ２ ｅ に 連 続 し 各 々 の ボ ル ト ６ の 軸 部 ６ ｂ を  
通 す 軸 部 用 ス リ ッ ト １ ２ ｆ と 、 を 有 す る こ と で 左 右 方 向 に 見 て Ｃ 字 形 状 の 断 面 形 状 を な す  
。 軸 部 用 ス リ ッ ト １ ２ ｆ は 、 各 々 の ボ ル ト ６ の 軸 部 ６ ｂ を 通 す 一 方 、 各 々 の ボ ル ト ６ の 頭  
部 ６ ａ を 通 さ な い 幅 を 有 し 、 左 右 方 向 に 長 尺 状 に 延 び る 。 軸 部 用 ス リ ッ ト １ ２ ｆ と 頭 部 収  
容 空 間 １ ２ ｅ は ボ ル ト 保 持 部 １ ２ ｄ の 左 右 方 向 の 少 な く と も 一 端 に お い て 外 部 に 向 け て 開  
口 し て お り 、 こ の 開 口 部 か ら 各 々 の ボ ル ト ６ の 頭 部 ６ ａ と 軸 部 ６ ｂ を 挿 入 す る こ と が で き  
る 。 軸 部 用 ス リ ッ ト １ ２ ｆ は 第 ２ ス リ ッ ト １ ２ ｂ の 反 対 側 に 設 け ら れ る 。 各 々 の ボ ル ト ６  
の 頭 部 ６ ａ は 、 ボ ル ト ６ の 軸 心 方 向 に 見 て 多 角 形 状 な ど の 非 円 形 を な し 、 ボ ル ト ６ の 軸 心  
を 中 心 と す る 回 転 が 規 制 さ れ る よ う に 頭 部 収 容 空 間 １ ２ ｅ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ は 、 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ に 対 向 す る 側 で あ る 上 側 に 複 数 の 貫 通 穴 １ ４ を  
有 す る 。 貫 通 穴 １ ４ の 数 は ボ ル ト ６ の 数 に 対 応 す る 。 各 々 の 貫 通 穴 １ ４ は 、 膜 材 ３ が 張 り  
渡 さ れ る 方 向 に 、 対 応 す る ボ ル ト ６ の 先 端 部 を 貫 通 さ せ る 。 ま た 各 々 の 貫 通 穴 １ ４ は 、 溝  
１ ３ よ り も 躯 体 ２ 側 に 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 各 々 の ボ ル ト ６ の 先 端 部 を 対 応 す る 貫 通  
穴 １ ４ に 通 し 、 ナ ッ ト ７ を 締 結 す る こ と で 、 そ の ボ ル ト ６ を 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ に 取 り 付 け  
る こ と が で き 、 ま た こ れ ら の ナ ッ ト ７ の 締 め 付 け 具 合 に よ っ て 膜 材 ３ の 張 力 を 調 節 す る こ  
と が で き る 。 な お 、 図 示 す る 例 で は １ つ の ボ ル ト ６ に 対 し て ２ つ の ナ ッ ト ７ を 用 い て い る  
が 、 １ つ の ボ ル ト ６ に 対 し て 用 い る ナ ッ ト ７ の 数 は １ つ 以 上 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 膜 材 ３ の 第 １ 端 縁 部 ３ ａ を 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ の 溝 １  
３ に 挿 入 し て 係 止 さ せ 、 膜 材 ３ の 第 ２ 端 縁 部 ３ ｂ を 複 数 の ボ ル ト ６ を 介 し て 第 ２ 保 持 部 材  
５ ｂ に 取 り 付 け る だ け の 容 易 な 作 業 で 、 膜 材 ３ を 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ と 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ は 互 い に 同 一 の 構 造 を  
有 す る 。 つ ま り 、 各 々 の 支 持 部 材 ４ は 溝 １ ３ と 複 数 の 貫 通 穴 １ ４ を 有 す る 。 し た が っ て 本  
実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ を 他 の 膜 材 支 持 構 造 １ の 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ と し て 兼  
用 し た り 、 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ を 他 の 膜 材 支 持 構 造 １ の 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ と し て 兼 用 し た り  
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 前 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 更 可 能 で  
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あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 例 え ば 以 下 に 述 べ る よ う な 種 々 の  
変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ 建 物 の 躯 体 ２ 側 に 支 持 さ  
れ る ２ つ の 保 持 部 材 ５ と 、 ２ つ の 保 持 部 材 ５ 間 に 張 り 渡 さ れ る 膜 材 ３ と 、 を 有 し 、 膜 材 ３  
が 、 一 方 の 保 持 部 材 ５ に 保 持 さ れ る 一 端 縁 部 ３ ａ と １ つ 以 上 の ボ ル ト ６ を 有 す る 他 端 縁 部  
３ ｂ と を 有 し 、 ボ ル ト ６ が 、 膜 材 ３ が 張 り 渡 さ れ る 方 向 に 延 び 、 １ つ 以 上 の ナ ッ ト ７ と の  
係 合 に よ っ て 他 方 の 保 持 部 材 ５ に 取 り 付 け ら れ 、 膜 材 ３ の 一 端 縁 部 ３ ａ が 棒 状 を な し 、 一  
方 の 保 持 部 材 ５ が 、 膜 材 ３ の 一 端 縁 部 ３ ａ を 収 容 し 係 止 す る 溝 １ ３ を 有 す る 膜 材 支 持 構 造  
１ で あ る 限 り 、 種 々 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば 、 溝 １ ３ を 介 し て 膜 材 ３ の 第 １ 端 縁 部 ３ ａ を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 材 ５ ａ を 、 ボ ル  
ト ６ を 介 し て 膜 材 ３ の 第 ２ 端 縁 部 ３ ｂ を 保 持 す る 第 ２ 保 持 部 材 ５ ｂ よ り も 下 方 に 設 け る 構  
成 と し て も よ い 。 ２ つ の 支 持 部 材 ４ 以 外 の 構 造 に よ っ て ２ つ の 保 持 部 材 ５ を 躯 体 ２ 側 に 支  
持 さ せ る 構 成 と し て も よ い 。 各 々 の 保 持 部 材 ５ は 左 右 方 向 に 延 び る 構 成 に 限 ら ず 、 例 え ば  
、 上 下 方 向 に 延 び る 構 成 と し て も よ い 。 各 々 の 保 持 部 材 ５ は 長 尺 状 に 延 び る 構 成 に 限 ら な  
い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 上 記 構 成 に お い て 、 膜 材 ３ の 一 端 縁 部 ３  
ａ が 、 先 端 に 向 け て 膜 材 ３ の 外 面 側 に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を 有 す る 被 係 止 凸 部 １ ０ ｄ を  
有 し 、 溝 １ ３ の 躯 体 側 の 側 面 が 、 被 係 止 凸 部 １ ０ ｄ を 係 止 す る 係 止 凹 部 １ ３ ａ を 有 し 、 係  
止 凹 部 １ ３ ａ が 、 被 係 止 凸 部 １ ０ ｄ の 先 端 部 を 保 持 可 能 な 奥 部 １ ３ ｂ に 向 け て 被 係 止 凸 部  
１ ３ ａ の 先 端 部 を 摺 動 さ せ る こ と が で き る 摺 動 面 １ ３ ｃ を 有 す る 膜 材 支 持 構 造 １ で あ る の  
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 上 記 構 成 に お い て 、 一 方 の 保 持 部 材 ５ が 他 方 の  
保 持 部 材 ５ よ り も 上 方 に 設 け ら れ る 膜 材 支 持 構 造 １ で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 の 膜 材 支 持 構 造 １ は 、 上 記 構 成 に お い て 、 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ  
の バ ル コ ニ ー ２ ａ に 支 持 さ れ て ２ つ の 保 持 部 材 ５ を 支 持 す る ２ つ の 支 持 部 材 ４ を 有 す る 膜  
材 支 持 構 造 １ で あ る の が 好 ま し い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １     膜 材 支 持 構 造
　 ２     躯 体
　 ２ ａ   バ ル コ ニ ー
　 ２ ｂ   開 口 部
　 ３     膜 材
　 ３ ａ   一 端 縁 部 （ 第 １ 端 縁 部 ）
　 ３ ｂ   他 端 縁 部 （ 第 ２ 端 縁 部 ）
　 ４     支 持 部 材
　 ５     保 持 部 材
　 ５ ａ   第 １ 保 持 部 材
　 ５ ｂ   第 ２ 保 持 部 材
　 ６     ボ ル ト
　 ６ ａ   頭 部
　 ６ ｂ   軸 部
　 ７     ナ ッ ト
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　 ８     膜 材 本 体
　 ８ ａ   一 端 縁 部 （ 第 １ 端 縁 部 ）
　 ８ ｂ   他 端 縁 部 （ 第 ２ 端 縁 部 ）
　 ９     第 １ 内 側 棒 体
１ ０     第 １ 外 側 棒 体
１ ０ ａ   第 １ 収 容 空 間
１ ０ ｂ   第 １ ス リ ッ ト
１ ０ ｃ   第 １ 外 側 棒 体 本 体
１ ０ ｄ   被 係 止 凸 部
１ １     第 ２ 内 側 棒 体
１ ２     第 ２ 外 側 棒 体
１ ２ ａ   第 ２ 収 容 空 間
１ ２ ｂ   第 ２ ス リ ッ ト
１ ２ ｃ   第 ２ 外 側 棒 体 本 体
１ ２ ｄ   ボ ル ト 保 持 部
１ ２ ｅ   頭 部 収 容 空 間
１ ２ ｆ   軸 部 用 ス リ ッ ト
１ ３     溝
１ ３ ａ   係 止 凹 部
１ ３ ｂ   奥 部
１ ３ ｃ   摺 動 面
１ ４     貫 通 穴
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 1 9 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 1 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ 建 物 の 躯 体 側 に 支 持 さ れ る ２ つ の 保 持 部 材 と 、 前 記 ２ つ の 保 持 部  
材 間 に 張 り 渡 さ れ る 膜 材 と 、 を 有 し 、
　 前 記 膜 材 が 、 一 方 の 前 記 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 一 端 縁 部 と １ つ 以 上 の ボ ル ト を 有 す る 他  
端 縁 部 と を 有 し 、
　 前 記 ボ ル ト が 、 前 記 膜 材 が 張 り 渡 さ れ る 方 向 に 延 び 、 １ つ 以 上 の ナ ッ ト と の 係 合 に よ っ  
て 他 方 の 前 記 保 持 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 棒 状 を な し 、
　 前 記 一 方 の 保 持 部 材 が 、 前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 を 収 容 し 係 止 す る 溝 を 有 し 、
  前 記 膜 材 の 前 記 一 端 縁 部 が 、 先 端 に 向 け て 前 記 膜 材 の 外 面 側 に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を  
有 す る 被 係 止 凸 部 を 有 し 、
  前 記 溝 の 躯 体 側 の 側 面 が 、 前 記 被 係 止 凸 部 を 係 止 す る 係 止 凹 部 を 有 し 、
  前 記 係 止 凹 部 が 、 前 記 被 係 止 凸 部 の 先 端 部 を 保 持 可 能 な 奥 部 に 向 け て 前 記 膜 材 の 前 記 外  
面 側 に 鉤 状 に 曲 が る 断 面 形 状 を 有 し 、
  前 記 係 止 凹 部 が 、 前 記 膜 材 の 内 面 側 か ら 前 記 膜 材 の 前 記 外 面 側 の 前 記 奥 部 に 向 け て 前 記  
被 係 止 凸 部 の 前 記 先 端 部 を 摺 動 さ せ る こ と が で き る 摺 動 面 を 有 す る 、 膜 材 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 方 の 保 持 部 材 が 前 記 他 方 の 保 持 部 材 よ り も 上 方 に 設 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 互 い に 離 間 し そ れ ぞ れ ２ つ の バ ル コ ニ ー に 支 持 さ れ て 前 記 ２ つ の 保 持 部 材 を 支 持 す る ２  
つ の 支 持 部 材 を 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 構 造 。
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